
●

＼

留
岡
幸
助
の

生

涯
を

完
全
映
画
化
〃

〝

温
か
い

家
庭
で

育
つ

子
は
道
を

外
さ

な
い
〟

と

説
い

た

捨 てるべ き 人 間は い な い ｡

書 手になるか 盗鳩 にをるか は､

束虎視層 によ る
｡

学校が ニ サで東尾が 八 分 ｡

袈鹿を下宿屋 に して は い けな い ｡

一 審 碑幸助藷錦よウー

村 上 弘 明 工 藤夕 貴
市川笑也 隆 大介 苗木優子 秋野太作 ア ー

サ
ー

･ ホーラン ド 村田雄悪 さとう宗幸 石 倉三 郎
小倉一郎 和泉ちぬ 佐藤正 宏 堀内 正 美 宮川一朗太 コ ン ト山口書と竹田若 井 口成人 真砂培太 磯村み どり

中条きよ し

製作給指揮 ･ 監督 : 山 田 火 砂 子
脚本 : 長坂秀任 地田太 郎 山田火砂子 プロ デューサー: 井上真 紀子 国枝秀美 薮原信子 萩原 浩司 音楽 : 石川 鷹彦

撮影監督 : 長田勇市 毒素音 : 沼田和夫 美術 : 小林 和美 旭集 : 岩谷和行 メ イク : 金森 恵 衣染 : 佐 藤真;登 助監督 : 石田和彦 ラ イ ン プロ デ ューサー: 桜井 陽一
主題 歌 : ｢ 大地の 詩

.
｣ ( 歌 : 矢花) 企画協 力 : 留 閏幸助 喋画応接臨

製作 = L 孝 弘 武 舎 払 現 代 ぶ ろ だ く し ょ ん h 叩 // ､Ⅵ Ⅲ .g e m d a l p r O. C O m /t o m e o k a 助成 =恋文化芸術振興幻福助金



生きる意味を探して い る人 ､ 自分 の使命を模索して い る人 へ 贈る映画 !

F 神様か ら与え られた使命』 と い う 言葉が 心に班 り ま した. 自分 の 使命を知 り たくな っ た､･

人 か ら の 評価 で㍑ なく ､ 自分が 正 し い と思 っ た こと をやり遂げる勇揖 をもら っ たJ

頑張 っ てし ､れ は 応援 してくれ る人 に巡り合えろと自信か湧 い てきた

留岡 の 生き方か ら 『生きる意味』 を考えさせ られ た｡ 主演 ･ 村上弘明

感想上 り

t ス ト ー リ ー 】

ま だ福祉と い う言葉の ない 明治時代 ､ 非行少年を家庭的な環境で更正 させ る りと海道家庭学

校｣ の創設に 人生をささげた留同車助の 忘高い生き 方を描く .

【石井火砂子監督 の紹介】

重度の 知的持寄を持 つ 長女の 子育て をき っ かけ に
→

貫 し て福祉の 映画を撮 っ てきた ､

一石 井 の お父 さん ありが と う｣ ｢ 筆一戸 ･ そ の 愛
-

.
天使 の ヒ ア ノ｣ で 児童福祉文化賞を受賞､

日 時 平成 2 6 隼 2 り 2 3 日 ‖Ⅰ) l ヰ : 3 0 閉演 ( 1 4 : 0 0 間 ･喝)

場 所 せ んだ い メデ ィ ア テ
ー ク 7 階 ス タ ジオ シ ア タ ー

参加費 1
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振込先 【七 トヒ銀行】 県庁支店~ 普通 5 3 :i 5 9 7 2

= 座 名 : ｢ ども体験瑚 ･ せ ん だ い


